2002/06/06 演習Ⅰ-6G


３１．企業行動

· 環境問題について、企業がどういう行動をとっていくかはこれから益々注目されるだろうと思う。（田中）

· 日本の企業が、これから先どれだけ自主的に環境に対する策をとっていくのかに注目していきたいです。（大埜）

· 企業のコスト削減の方法といえばリストラばかりですが、環境管理に目を向けることで、あれだけのメリットがあるのであれば、無条件に意識の転換ができてもおかしくないのですが・・・。（伊崎慶）

· 環境への意識が高まっている現代、企業は積極的に環境問題を考慮した製品を開発していかなければならないと思います。（奥村）

· 確かに日本の企業は環境を保全する行動が諸外国に比べてまだまだ少ないと思います。またNGOに関しても大きな力のある団体も少ないように思えました。（梅原）

· 環境問題への意識が高くなることで、企業の環境への取り組みは企業イメージを良くするだけでなくコストの削減にもつながる。このようなことから最近、日本企業のISO規格の取得の割合が高まって来ているようです。さらに企業に対策を促すためにも消費者の意識を高めていくことが重要だと思います。（大八木）

· 全ての企業において環境報告書を公表すべきではないだろうか？（清水）

３２．企業の環境対策

· 環境問題を考える上でNGOは企業と消費者のつなぎ目のような役割を果たすと思うので、消費者の意見や要望を行動に反映させるにはその役割は非常に重要なものだと思う。そういった意味で、日本に強力なNGO組織が少ないのは大きな問題点だと考えられるのではないか。（田中）

· 日本のＮＧＯは全体的に力が弱いのは今までの授業の中でもわかりましたが、実際に影響力を強くするにはどのような方法があるのでしょうか？（大埜）

· 確かに日本企業の環境対策は遅れをとっているんでしょうね。さらなるNGOなどの団体の力の拡大は大事ですが、各国との差はそれだけではないような・・・。根本的に企業人としての違いが大きな差を生んでいそうな気がします。（伊崎慶）

· 日本の企業は、企業外部からの要請を受けても変更しないのはなぜなのですか？要請を受ければすぐ実施すべきではないだろうか。（清水）

· 個人個人の環境に対する問題意識は高まってきているので、それが消費者行動に現れれば、企業も環境に対する意識が強くなると思います。（奥村）

· 日本の場合、消費者である国民自身が何か問題があっても発言しにくいという国民性が昔からあると思う。このことが、消費者意識の高まりや強力なNGOが出てこない要因のひとつではないのか？（大八木）

３３．ペイバックタイム

· エネルギー節約は、身近に生活でもできることなので、思っているだけではなく真剣に行動に移すべきだと思う。（田中）

· 損得勘定という面では、どうしても割引という考えがあるので、目先の安さに惹かれてしまうと思うので、長期的に見られるようにしていく必要があると思います。（大埜）

· 何事においても長い目で見ることは大事ですよね。でも、これ一番難しくないですかね。どうしても、予想がしやすい範囲で物事考えるし、効用もなるべく近いうちに得たいと思ってしまいます。（伊崎慶）

· 消費者が投資回収期間を2～3年と短くしているのは、お金の価値の変動によるリスクを軽減させるためだと思う。また、投資回収期間が長いと買った品物自体が故障して余分な費用が発生するかもしれない。　消費者に分かりやすいように、耐用年数だとか投資回収期間はどのぐらいなのかを商品に明記してやる必要があると思う。
· ソーラーシステムは２０年先まで考えると元は取れるみたいですが、高価なものなので消費者は途中で壊れてしまうんじゃないだろうかという意識もあり、非常にリスクが大きなものなので、お手軽な値段で提供できるようにしなければなかなか売れないと思います。（奥村）

· 高所得の消費者ならソーラーシステムなど高価でも耐用年数が高いものが購入できると思いますが一般の消費者などでは故障のリスクや購入費用などの問題で購入は難しいのではないでしょうか？（梅原）

· 現在、日本でソーラーやコ・ジェネレーションはどれくらい普及しているのですか？（清水）

３４．製品のライフサイクル

· 逆に、ライフサイクルが早かったから、日本の製造業は世界のトップクラスに立つことができたともいえますよね。でも、パソコンや携帯電話のサイクルの早さにはびっくりです。（伊崎慶）

· 日本のモデルチェンジは短すぎる。そんなに短期間でモデルチェンジする必要があるのですか？（清水）

· 企業が買い替え需要を増やすためにつぶれやすい製品を生産していると聞いたことがあります。また消費者においても製品に飽きてすぐ買い換える人も多いように思えます。企業と消費者双方の意識改善が必要かと思います。（梅原）

· 日本はどうしても使い捨ての精神が染み付いてしまっていると思うので、企業は少しでも長く持つものを、また消費者もそういうものを購入するようにする事が必要だと思います。（大埜）

· 日本では大量生産、大量消費がよく言われていることなので、その意識からまずは変えていかなければならないと思います。（奥村）

· 日本の企業は製品のモデルチェンジが早すぎて、それが環境負荷になると指摘されている。環境を考慮した行動をとるには、欧米を１つの例として生産システムを見直す必要があるのではないかと思う。（田中）

· 製品のライフサイクル短期化や多品種少量生産は、環境負荷を与えているかもしれないが、逆に技術進歩によって少量の材料で作れるようになったり、製品の省電力化やリサイクルしやすくなったりして環境に良い影響を与えているとも思われる。（大八木）

